第６回新潟県立看護大学同窓会総会
平成30年4月14日（土）13：00～14：00　新潟県立看護大学第2ホールにて
　【出席者】16名＋学長、研究科長、学生委員会委員長3名　計19名
ホームページ用の写真撮影について先立って説明
1、 開会
2、 激励の言葉　　　
・新潟県立看護大学　小泉美佐子　学長より
⇒3月に96名が卒業し、新たに95名が入学。博士課程の前期と後期の過程が完成を喜ばしく思う。大学生活での仲間、先輩、後輩とのかかわりは生涯続いていく。本学同窓会も縦と横のつながりを持ち発展していってほしい。
　・大学院についてのお知らせ　舟島なをみ　研究科長教授より
⇒同窓生の皆さんに大学院に帰ってきてほしい。専門職は生涯学習をし続けなければいけ
ない。また、看護師・保健師・助産師は職場を変えてもキャリアを一生涯積んでいくことが出来る職業である。学習の方法として大学院以上の方法はない。大学院への進学を大きな選択肢の一つとしてほしい。大学運営に当たり、ハーバード大学の教員の出身別割合を参考にすると、教員は卒業生6割、外部から4割がいいといわれている。一定の卒業生がいることで地域の特性や大学の個性を生かした教育が可能といわれている。卒後数年後には現場でリーダーシップを発揮していかなければならない立場になる。自分自身の将来のことを考えていってほしい。同窓会の活動の中へキャリアアップの取り組みをとりいれてほしい。協力は惜しまない。職場などへの講和依頼があれば気軽に連絡をと。
議長、副議長選出
議長には相澤(5期生)　副議長には奥山(5期生)がそれぞれ立候補。
3、 議事
・昨年度の活動報告と今年度の活動御計画について
⇒本会は昨年度卒業した13期生を新たに89名会員へ加えて、現在1000名を超える大きな組織となっている。会員数が増えるにつれ、会員への情報発信やこのような総会へ呼びかけを行うのが困難になってきているという課題に対して、昨年度同窓会ホームページを新たに平成29年10月1日に開設した。ホームページ開設後は、同窓会の活動報告や総会への参加呼びかけをホームページ上で更新中。ホームページについては、フェイスブックや各学年SNSなども活用し周知している。ホームページ開設と共に課題も出てきており、ページ更新間隔が空いてしまうことや更新時の周知方法、ホームページの存在をより多くの会員へ知ってもらうPR活動も今年度の課題として取り組んでいきたい。
2年後に控えた新潟県立看護大学同窓会15周年の記念事業も企画検討をしていきたい。現在、記念事業を大学構内で開催できないか大学側と交渉中。
今年度は同窓会として桜蓮祭への企画参加を検討。桜蓮祭へ訪れた卒業生が集まれる場所を確保し、そこでカフェを開きたいと考えている。狙いとして、卒業生が大学を身近に感じ足を運べるような土壌づくりと、在学生との交流を深め、卒業生として現役生の相談相手になれるような企画をおこなえればと考えている。
一方で、同窓会役員体制については課題あり。現在は各学年2名の同窓会役員を選出していただき活動に協力してもらっているが、１期生から13期生までの総役員数が26名と増加し、役員の中でも活動参加状況に大きく差があるのが現状。今後は、役員数に定数を設け、役員以外にも各学年より同窓会活動の連絡係として協力していただく人を設定するような体制を整備していきたい。今年度中に体制整備の仮案をまとめ、次年度の総会にて提案する予定。
以上の内容について質疑応答おこなうも、質問なし
・会計報告
事務局長の塩谷(4期生)より
⇒会計報告については資料を参照。29年度はホームページ開設費で支出が膨らんだ。30年度以降はホームページの維持費が発生。

会計監査の安達(4期生)より会計監査について報告。
⇒領収書と通帳を確認、予算が適切に運用されていたことを報告。

30年度の予算案について（別紙予算案参照）
⇒収入として29年度繰越金、同窓会生入会費80名分を見越す。
支出として、花代、交通費、同窓会役員報酬や参加費、交通費の費用、学園祭関係費を予定。
　
予算と決算について質疑応答おこなうも質問なし。賛成多数のため平成29年度決算、平成30年度予算ともに可決

・その他
　その他の検討項目は無し
4、 閉会
木村会長より挨拶
同窓会ホームページについて同窓会生へ広めてもらえるようお願いする。
２期生より

29年度に有志で同窓会を開催。今の自分について話をしたい人が多いといった印象。自分の経験を先生や後輩へと伝えていける機会があるといいのではないか。
舟島　研究科長教授より
他大学の同窓会総会を参考にしたらどうか。主に講演会や勉強会、その後に同窓会総会を開催している大学が多い。同窓会として少しさみしいと感じた。
